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長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
長
野

　

長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
長
野

県
の
林
業
を
発
展
さ
せ
、
健
全
な
森
林
整

県
の
林
業
を
発
展
さ
せ
、
健
全
な
森
林
整

備
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
技
術

備
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
技
術

開
発
を
行
う
と
と
も
に
、
得
ら
れ
た
知
識

開
発
を
行
う
と
と
も
に
、
得
ら
れ
た
知
識

や
技
術
の
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

や
技
術
の
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
研
究
に

　

当
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
研
究
に

つ
い
て
は
、
毎
年
発
行
し
て
い
る
業
務
報

つ
い
て
は
、
毎
年
発
行
し
て
い
る
業
務
報

告
や
、
研
究
課
題
が
一
段
落
し
た
段
階
で

告
や
、
研
究
課
題
が
一
段
落
し
た
段
階
で

ま
と
め
る
研
究
報
告
な
ど
に
よ
り
随
時
公

ま
と
め
る
研
究
報
告
な
ど
に
よ
り
随
時
公

表
し
て
い
ま
す
が
、
難
し
い
専
門
用
語
な

表
し
て
い
ま
す
が
、
難
し
い
専
門
用
語
な

ど
も
あ
り
書
面
に
よ
る
報
告
だ
け
で
は
、

ど
も
あ
り
書
面
に
よ
る
報
告
だ
け
で
は
、

わ
か
り
に
く
い
と
の
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
す
。

わ
か
り
に
く
い
と
の
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
十
七
年
度
よ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
で
得
ら
れ
た
研
究
成
果
を
広

　

そ
こ
で
、
平
成
十
七
年
度
よ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
で
得
ら
れ
た
研
究
成
果
を
広

く
県
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
の
研
究
成
果
発
表
会
を
開
催
し
て
い
ま

く
県
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
の
研
究
成
果
発
表
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
す
。

　

第
十
回
目
と
な
る
今
年
度
も
、
塩
尻
市
の
レ
ザ
ン
ホ
ー
ル
を
会
場
と
し
て
、

　

第
十
回
目
と
な
る
今
年
度
も
、
塩
尻
市
の
レ
ザ
ン
ホ
ー
ル
を
会
場
と
し
て
、

去
る
六
月
二
十
一
日
に
開
催
し
、
県
下
各
地
か
ら
一
五
〇
名
を
超
え
る
皆
様
に

去
る
六
月
二
十
一
日
に
開
催
し
、
県
下
各
地
か
ら
一
五
〇
名
を
超
え
る
皆
様
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、「
充
実
し
つ
つ
あ
る
資
源
の
有
効
利
用
と
更
新
技
術
の
模
索
」

　

今
年
度
は
、「
充
実
し
つ
つ
あ
る
資
源
の
有
効
利
用
と
更
新
技
術
の
模
索
」

と
題
し
、
平
成
二
十
七
年
度
に
得
ら
れ
た
成
果
を
、
口
頭
発
表
と
ポ
ス
タ
ー
発

と
題
し
、
平
成
二
十
七
年
度
に
得
ら
れ
た
成
果
を
、
口
頭
発
表
と
ポ
ス
タ
ー
発

表
で
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

表
で
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
、
口
頭
発
表
を
行
っ
た
成
果
の
概
要
と
ポ
ス
タ
ー
発
表
の
様
子
を

　

本
号
で
は
、
口
頭
発
表
を
行
っ
た
成
果
の
概
要
と
ポ
ス
タ
ー
発
表
の
様
子
を

紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
当
日
発
表
し
た
成
果
の
一
部
は
、
岐
阜
県
森
林
研
究
所

紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
当
日
発
表
し
た
成
果
の
一
部
は
、
岐
阜
県
森
林
研
究
所

の
研
究
成
果
発
表
会
で
も
報
告
し
ま
し
た
。

の
研
究
成
果
発
表
会
で
も
報
告
し
ま
し
た
。

【
指
導
部
】

【
指
導
部
】

特
産
部　

古
川　

仁　

特
産
部　

古
川　

仁　

　

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
内
六
か
所
に
マ
ツ
タ
ケ
試
験
地
を
設
定
し
、

　

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
内
六
か
所
に
マ
ツ
タ
ケ
試
験
地
を
設
定
し
、

気
温
・
地
温（
地
下
一
〇
㎝
の
温
度
）・
降
水
量
・
マ
ツ
タ
ケ
収
穫
量
等
を
調
査

気
温
・
地
温（
地
下
一
〇
㎝
の
温
度
）・
降
水
量
・
マ
ツ
タ
ケ
収
穫
量
等
を
調
査

し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
豊
丘
村
試
験
地
で
は
三
十
六
年
分
の
デ
ー
タ
の
蓄

し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
豊
丘
村
試
験
地
で
は
三
十
六
年
分
の
デ
ー
タ
の
蓄

積
が
あ
り
ま
す
。

積
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
県
単
課
題
「
地
球
温
暖
化
に
対
応
し
た
マ
ツ
タ
ケ
発
生
林
施
業
法

　

そ
こ
で
、
県
単
課
題
「
地
球
温
暖
化
に
対
応
し
た
マ
ツ
タ
ケ
発
生
林
施
業
法

の
開
発
」（
Ｈ

の
開
発
」（
Ｈ
，，2222
――
2626
）に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
分
析
を
試
み
ま
し
た
。

）に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
分
析
を
試
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
傾
向
が
得
ら
れ
た
の
で
、
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究

そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
傾
向
が
得
ら
れ
た
の
で
、
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究

成
果
発
表
会
で
報
告
し
ま
し
た
。

成
果
発
表
会
で
報
告
し
ま
し
た
。

　

図

　

図
――
１
に
示
し
た
よ
う
に
、
年
ご
と
に

１
に
示
し
た
よ
う
に
、
年
ご
と
に

マ
ツ
タ
ケ
初
収
穫
日
と
最
終
収
穫
日
を
み

マ
ツ
タ
ケ
初
収
穫
日
と
最
終
収
穫
日
を
み

る
と
、
い
ず
れ
も
次
第
に
遅
く
な
る
傾
向

る
と
、
い
ず
れ
も
次
第
に
遅
く
な
る
傾
向

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
初
収
穫
日
の
遅

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
初
収
穫
日
の
遅

れ
が
、最
終
収
穫
日
の
遅
れ
よ
り
大
き
く
、

れ
が
、最
終
収
穫
日
の
遅
れ
よ
り
大
き
く
、

結
果
と
し
て
収
穫
期
間
が
短
く
な
っ
て
い

結
果
と
し
て
収
穫
期
間
が
短
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
傾
向
は
最
近
に
な
る
ほ
ど
大

ま
す
。
こ
の
傾
向
は
最
近
に
な
る
ほ
ど
大

き
く
、
近
年
の
厳
し
い
残
暑
の
影
響
に
よ

き
く
、
近
年
の
厳
し
い
残
暑
の
影
響
に
よ

り
、
暑
い
時
期
が
長
引
い
て
い
る
こ
と
が

り
、
暑
い
時
期
が
長
引
い
て
い
る
こ
と
が

主
な
理
由
と
思
わ
れ
ま
す
。

主
な
理
由
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
地
球
温
暖
化
の
影
響
は
、

　

こ
の
よ
う
に
地
球
温
暖
化
の
影
響
は
、

確
実
に
マ
ツ
タ
ケ
の
発
生
に
現
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
長
野
県
の
よ
う
な
寒

確
実
に
マ
ツ
タ
ケ
の
発
生
に
現
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
長
野
県
の
よ
う
な
寒

冷
地
で
は
、
マ
ツ
タ
ケ
山
の
環
境
整
備
法
と
し
て
、
地
温
確
保
の
た
め
に
徹
底

冷
地
で
は
、
マ
ツ
タ
ケ
山
の
環
境
整
備
法
と
し
て
、
地
温
確
保
の
た
め
に
徹
底

し
た
除
伐
を
基
本
と
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
以
上
の
結
果
か
ら
、
今
後
は

し
た
除
伐
を
基
本
と
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
以
上
の
結
果
か
ら
、
今
後
は

状
況
に
応
じ
て
適
度
に
灌
木
を
残
し
過
度
な
地
温
上
昇
を
防
ぐ
こ
と
も
必
要
と

状
況
に
応
じ
て
適
度
に
灌
木
を
残
し
過
度
な
地
温
上
昇
を
防
ぐ
こ
と
も
必
要
と

考
え
、
今
年
三
月
に
発
行
し
た
改
訂
Ⅳ
版
「
マ
ツ
タ
ケ
増
産
の
て
び
き
」（
長

考
え
、
今
年
三
月
に
発
行
し
た
改
訂
Ⅳ
版
「
マ
ツ
タ
ケ
増
産
の
て
び
き
」（
長

野
県
特
用
林
産
振
興
会
）で
は
、
記
載
を
変
更
し
て
い
ま
す
。

野
県
特
用
林
産
振
興
会
）で
は
、
記
載
を
変
更
し
て
い
ま
す
。

第
十
回
研
究
成
果
発
表
会
開
催
さ
れ
る

マ
ツ
タ
ケ
の
発
生
と
気
象
条
件
の
変
化

〜
36
年
間
の
試
験
地
で
の
調
査
結
果
か
ら
〜8/21 9/10 9/30 10/20 11/9
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図-1  マツタケ収穫期間の変化図-1  マツタケ収穫期間の変化
（豊丘村試験地）（豊丘村試験地）
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各
地
の
素
材
生
産
現
場
で
は
、
高
密
度
・
低
コ
ス
ト
路
網
の
整
備
や
高
性
能
林
業
機
械

　

各
地
の
素
材
生
産
現
場
で
は
、
高
密
度
・
低
コ
ス
ト
路
網
の
整
備
や
高
性
能
林
業
機
械

の
導
入
に
よ
り
、
間
伐
作
業
の
伐
出
効
率
の
向
上
が
図
ら
れ
、
生
産
性
が
向
上
し
て
き
て

の
導
入
に
よ
り
、
間
伐
作
業
の
伐
出
効
率
の
向
上
が
図
ら
れ
、
生
産
性
が
向
上
し
て
き
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
皆
伐
・
再
造
林
作
業
に
お
い
て
も
コ
ス
ト
削
減
技
術
の
開
発
と
実
証

い
ま
す
。
一
方
で
、
皆
伐
・
再
造
林
作
業
に
お
い
て
も
コ
ス
ト
削
減
技
術
の
開
発
と
実
証

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
研
究
で
は
、
再
造
林
コ
ス
ト
の
低
減
に
向
け
、
皆
伐
か
ら
植

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
研
究
で
は
、
再
造
林
コ
ス
ト
の
低
減
に
向
け
、
皆
伐
か
ら
植

栽
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
「
伐
採
・
造
林
一
貫
作
業
」
の
各
作
業
の
生
産
性
調
査
、
コ
ン

栽
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
「
伐
採
・
造
林
一
貫
作
業
」
の
各
作
業
の
生
産
性
調
査
、
コ
ン

テ
ナ
苗
の
特
性
評
価
等
を
行
い
ま
し
た
。

テ
ナ
苗
の
特
性
評
価
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

緩
傾
斜
地
に
お
け
る
車
両
系
作
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
伐
採
・
造
林
一
貫
作
業
の
生
産

　

緩
傾
斜
地
に
お
け
る
車
両
系
作
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
伐
採
・
造
林
一
貫
作
業
の
生
産

性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
県
内
各
地
の
カ
ラ

性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
県
内
各
地
の
カ
ラ

マ
ツ
林
に
お
い
て
、
一
連
の
作
業
功
程
を
調
査
し

マ
ツ
林
に
お
い
て
、
一
連
の
作
業
功
程
を
調
査
し

ま
し
た
。
各
皆
伐
作
業
地
に
お
け
る
伐
出
作
業
の

ま
し
た
。
各
皆
伐
作
業
地
に
お
け
る
伐
出
作
業
の

シ
ス
テ
ム
全
体
の
労
働
生
産
性
は
、
一
五
〜
二
四

シ
ス
テ
ム
全
体
の
労
働
生
産
性
は
、
一
五
〜
二
四

㎥
／
人
日（
図
）、
伐
出
コ
ス
ト
は
一
六
〇
〇
〜

㎥
／
人
日（
図
）、
伐
出
コ
ス
ト
は
一
六
〇
〇
〜

二
七
〇
〇
円
／
㎥（
直
接
経
費
）と
な
り
ま
し
た
。

二
七
〇
〇
円
／
㎥（
直
接
経
費
）と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
造
林
作
業
の
機
械
化
を
図
る
た
め
、
伐

　

次
に
、
造
林
作
業
の
機
械
化
を
図
る
た
め
、
伐

出
用
機
械
の
活
用
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
緩
傾
斜

出
用
機
械
の
活
用
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
緩
傾
斜

地
で
は
グ
ラ
ッ
プ
ル
ロ
ー
ダ
等
に
よ
る
地
拵
え
作

地
で
は
グ
ラ
ッ
プ
ル
ロ
ー
ダ
等
に
よ
る
地
拵
え
作

業
が
可
能
で
あ
り
、
人
力
作
業
に
比
べ
て
生
産
性

業
が
可
能
で
あ
り
、
人
力
作
業
に
比
べ
て
生
産
性

は
三
〜
九
倍
、
コ
ス
ト
は
二
二
〜
六
五
％
に
低
減

は
三
〜
九
倍
、
コ
ス
ト
は
二
二
〜
六
五
％
に
低
減

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
運
搬
を
フ
ォ

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
運
搬
を
フ
ォ

ワ
ー
ダ
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、
植
栽
作
業
の
効
率

ワ
ー
ダ
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、
植
栽
作
業
の
効
率

化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
カ
ラ
マ
ツ
の
コ
ン
テ
ナ
苗
と
裸
苗（
普
通
苗
、
大
苗
）の
成
長
量
を
植
栽
後
三
年

　

ま
た
、
カ
ラ
マ
ツ
の
コ
ン
テ
ナ
苗
と
裸
苗（
普
通
苗
、
大
苗
）の
成
長
量
を
植
栽
後
三
年

間
に
わ
た
り
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
成
長
量
は
植
栽
二
年
目
以
降
急
速
に
高

間
に
わ
た
り
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
成
長
量
は
植
栽
二
年
目
以
降
急
速
に
高

ま
り
、
普
通
苗
よ
り
有
意
に
高
い
成
長
量
を
示
し
ま
し
た
が
、
大
苗
に
は
追
い
つ
き
ま
せ

ま
り
、
普
通
苗
よ
り
有
意
に
高
い
成
長
量
を
示
し
ま
し
た
が
、
大
苗
に
は
追
い
つ
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
作
業
の
生
産
性
は
裸
苗
よ
り
有
意
に
高
く
、
人
件
費
の

ん
で
し
た
。
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
作
業
の
生
産
性
は
裸
苗
よ
り
有
意
に
高
く
、
人
件
費
の

削
減
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
苗
木
価
格
の
差
が
影
響
し
、
植
栽
全
体
の
コ
ス
ト
は

削
減
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
苗
木
価
格
の
差
が
影
響
し
、
植
栽
全
体
の
コ
ス
ト
は

裸
苗
植
栽
に
比
べ
て
コ
ン
テ
ナ
苗
植
栽
の
方
が
高
く
な
り
ま
し
た
。

裸
苗
植
栽
に
比
べ
て
コ
ン
テ
ナ
苗
植
栽
の
方
が
高
く
な
り
ま
し
た
。

再
造
林
コ
ス
ト
を
安
く
す
る
た
め
に

〜
コ
ン
テ
ナ
苗
を
活
用
し
た
伐
採
・
造
林
一
貫
作
業
の
検
討
〜

0
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高性能林業機械 先進的
林業機械

単
木
材
積
（
m3

／
本
）

労働生産性 単木材積

 図 各試験地における皆伐作業の労働生産性と単木材積の関係 
※A1･A2は浅間山国有林，Mは南牧県有林，R1･R2は霊仙寺山国有林
※「先進的林業機械」は北欧製のホイール式ハーベスタとフォワーダ

労
働
生
産
性
（
m3

／
人
日
）

長野県林業総合センター研究成果発表会

国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た

国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た

「
信
州
型
接
着
重
ね
梁
」

「
信
州
型
接
着
重
ね
梁
」

　

木
材
部　

今
井　

信　

　

木
材
部　

今
井　

信　

　

在
来
工
法
住
宅
に
お
い
て
、
曲
げ
剛
性
が
求
め
ら
れ
、
か
つ
断
面
の
大
き
な

　

在
来
工
法
住
宅
に
お
い
て
、
曲
げ
剛
性
が
求
め
ら
れ
、
か
つ
断
面
の
大
き
な

横
架
材（
梁
・
桁
材
）に
つ
い
て
は
、
国
産
材
の
使
用
割
合
は
一
割
に
満
た
な
い

横
架
材（
梁
・
桁
材
）に
つ
い
て
は
、
国
産
材
の
使
用
割
合
は
一
割
に
満
た
な
い

状
況
で
す
。

状
況
で
す
。

　
「
信
州
型
接
着
重
ね
梁
」
は
、
建
築
基
準
法
第

　
「
信
州
型
接
着
重
ね
梁
」
は
、
建
築
基
準
法
第
3737
条
及
び
建
設
省
告
示
第

条
及
び
建
設
省
告
示
第

１
４
４
６
号
に
よ
り
、「
指
定
建
築
材
料
」と
し
て
の
大
臣
認
定
が
必
要
で
し
た
。

１
４
４
６
号
に
よ
り
、「
指
定
建
築
材
料
」と
し
て
の
大
臣
認
定
が
必
要
で
し
た
。

　

長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
部
試
験
に
つ
い
て
北
海
道
立
総
合
研

　

長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
部
試
験
に
つ
い
て
北
海
道
立
総
合
研

究
機
構
林
産
試
験
場
の
協
力

究
機
構
林
産
試
験
場
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
各
種
性
能
評

を
得
な
が
ら
、
各
種
性
能
評

価
試
験
を
行
い
ま
し
た
。
今

価
試
験
を
行
い
ま
し
た
。
今

回
の
申
請
に
当
た
っ
て
は
予

回
の
申
請
に
当
た
っ
て
は
予

備
試
験
を
含
め
約
二
千
体
余

備
試
験
を
含
め
約
二
千
体
余

の
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
に

の
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
材
料
性
能
を
把
握
す

よ
り
、
材
料
性
能
を
把
握
す

る
具
体
的
な
方
法
を
明
ら
か

る
具
体
的
な
方
法
を
明
ら
か

に
し
、
そ
の
性
能
を
把
握
す

に
し
、
そ
の
性
能
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
取
り
組
み
を
活
か

　

今
回
の
取
り
組
み
を
活
か

し
、
今
後
も
県
産
材
利
用
促

し
、
今
後
も
県
産
材
利
用
促

進
・
販
路
拡
大
の
た
め
の
材

進
・
販
路
拡
大
の
た
め
の
材

料
開
発
に
取
り
組
み
た
い
と

料
開
発
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

考
え
て
い
ま
す
。

8
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指
導
部　

髙
野　

毅　

指
導
部　

髙
野　

毅　

　

長
野
県
内
の
人
工
林
の
資
源
が
充
実
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
皆

　

長
野
県
内
の
人
工
林
の
資
源
が
充
実
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
皆

伐
に
よ
る
更
新
施
業
が
増
え
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
皆
伐

伐
に
よ
る
更
新
施
業
が
増
え
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
皆
伐

の
労
働
生
産
性
の
資
料
が
少
な
い
た
め
、
功
程
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の

の
労
働
生
産
性
の
資
料
が
少
な
い
た
め
、
功
程
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の

際
に
、
現
場
か
ら
排
気
量
の
大
き
い
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
用
す
る
と
効
率
が
３

際
に
、
現
場
か
ら
排
気
量
の
大
き
い
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
用
す
る
と
効
率
が
３

倍
良
い
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
た
め
、
そ
の
検
証
と
し
て
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に

倍
良
い
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
た
め
、
そ
の
検
証
と
し
て
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に

よ
る
切
断
試
験
を
、
切
断
材（
角
材
）の
幅
を
変
え
て
行
い
ま
し
た
。

よ
る
切
断
試
験
を
、
切
断
材（
角
材
）の
幅
を
変
え
て
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果

　

そ
の
結
果
2424
㎝
の
角
材
の
切

㎝
の
角
材
の
切

断
で
は
排
気
量
の
差
に
よ
る
作

断
で
は
排
気
量
の
差
に
よ
る
作

業
効
率
の
差
は
認
め
ら
れ
ま
せ

業
効
率
の
差
は
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、

ん
で
し
た
が
、
4545
㎝
の
角
材
の

㎝
の
角
材
の

切
断
で
は
、
排
気
量
が
大
き

切
断
で
は
、
排
気
量
が
大
き

く
、
排
気
量
に
応
じ
た
適
正
な

く
、
排
気
量
に
応
じ
た
適
正
な

長
さ
の
ガ
イ
ド
バ
ー
の
チ
ェ
ー

長
さ
の
ガ
イ
ド
バ
ー
の
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
を
使
っ
た
方
が
効
率
は

ン
ソ
ー
を
使
っ
た
方
が
効
率
は

約
３
倍
良
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

約
３
倍
良
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

し
た
。

　

し
か
し
、
皆
伐
作
業
全
体
に

　

し
か
し
、
皆
伐
作
業
全
体
に

か
か
る
労
働
生
産
性
に
つ
い
て

か
か
る
労
働
生
産
性
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
調
査
を
実
施
し

は
、
引
き
続
き
調
査
を
実
施
し

て
い
く
予
定
に
し
て
お
り
ま

て
い
く
予
定
に
し
て
お
り
ま

す
。
す
。

　

今
年
度
の
発
表
会

　

今
年
度
の
発
表
会

で
は
、
研
究
員
全
員

で
は
、
研
究
員
全
員

が
成
果
を
発
表
す
る

が
成
果
を
発
表
す
る

こ
と
を
念
頭
に
、
口

こ
と
を
念
頭
に
、
口

頭
発
表
の
対
象
と
な

頭
発
表
の
対
象
と
な

ら
な
か
っ
た
研
究
成

ら
な
か
っ
た
研
究
成

果
に
つ
い
て
、
ポ
ス

果
に
つ
い
て
、
ポ
ス

タ
ー
で
の
発
表
を
行

タ
ー
で
の
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
発
表
で

　

ポ
ス
タ
ー
発
表
で

は
、
自
ら
が
作
成
し

は
、
自
ら
が
作
成
し

た
ポ
ス
タ
ー
の
前
に
執
筆
者
が
立

た
ポ
ス
タ
ー
の
前
に
執
筆
者
が
立

ち
、
発
表
内
容
の
説
明
を
行
い
な
が

ち
、
発
表
内
容
の
説
明
を
行
い
な
が

ら
、
来
場
者
と
の
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

ら
、
来
場
者
と
の
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
佐
久
地
方
事
務
所
林
務
課
と
、
県
を
越
え
た
交
流
を
進
め
て
い
る

　

今
回
は
、
佐
久
地
方
事
務
所
林
務
課
と
、
県
を
越
え
た
交
流
を
進
め
て
い
る

岐
阜
県
森
林
研
究
所
の
成
果
も
展
示
・
報
告
さ
れ
て
お
り
、
参
加
者
か
ら
は
、

岐
阜
県
森
林
研
究
所
の
成
果
も
展
示
・
報
告
さ
れ
て
お
り
、
参
加
者
か
ら
は
、

「
直
接
話
が
聞
け
る
こ
と
で
内
容
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
」
と
か
、「
常
設
展
示

「
直
接
話
が
聞
け
る
こ
と
で
内
容
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
」
と
か
、「
常
設
展
示

を
し
て
欲
し
い
」
と
の
積
極
的
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

を
し
て
欲
し
い
」
と
の
積
極
的
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
発
表
し
た
ポ
ス
タ
ー
発
表
の
題
名
と
発
表
者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

今
回
発
表
し
た
ポ
ス
タ
ー
発
表
の
題
名
と
発
表
者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

■
指
導
部

■
指
導
部

　

◇
架
線
集
材
の
労
働
生
産
性
は
？　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

◇
架
線
集
材
の
労
働
生
産
性
は
？　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎　

隆
幸

宮
崎　

隆
幸

　

◇
ア
イ
ス
プ
ラ
イ
ス
加
工
の
強
度
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

　

◇
ア
イ
ス
プ
ラ
イ
ス
加
工
の
強
度
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

間
島　

達
哉

間
島　

達
哉

　

◇
森
林
・
林
業
セ
ミ
ナ
ー
に
お
け
る
後
継
者
教
育　
　
　
　
　

　

◇
森
林
・
林
業
セ
ミ
ナ
ー
に
お
け
る
後
継
者
教
育　
　
　
　
　

小
山　

泰
弘

小
山　

泰
弘

■
育
林
部

■
育
林
部

　

◇
松
く
い
虫
被
害
の
拡
大
状
況
の
見
え
る
化　
　
　
　
　
　
　

　

◇
松
く
い
虫
被
害
の
拡
大
状
況
の
見
え
る
化　
　
　
　
　
　
　

柳
澤　

賢
一

柳
澤　

賢
一

　

◇
高
齢
級
の
ク
リ
を
主
体
と
し
た
林
分
の
萌
芽
枝
の
消
長
と
実
生
の
発
生

　

◇
高
齢
級
の
ク
リ
を
主
体
と
し
た
林
分
の
萌
芽
枝
の
消
長
と
実
生
の
発
生

  

清
水　

香
代

清
水　

香
代  

らら

　

◇
バ
ケ
ツ
で
簡
単　

雨
量
計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

◇
バ
ケ
ツ
で
簡
単　

雨
量
計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
田
堅
一
郎

戸
田
堅
一
郎

ポスター発表ポスター発表

長野県林業総合センター研究成果発表会

主
伐
時
の
労
働
生
産
性
の
検
証

〜
大
排
気
量
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
能
率
は
３
倍
速
い
か
？
〜

ポスター展示発表の状況ポスター展示発表の状況
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岐
阜
県
森
林
研
究
所
研
究
成
果
発
表
会
で

岐
阜
県
森
林
研
究
所
研
究
成
果
発
表
会
で

「
接
着
重
ね
梁
」
を
Ｐ
Ｒ

「
接
着
重
ね
梁
」
を
Ｐ
Ｒ

■
特
産
部

■
特
産
部

　

◇
木
質
資
源
を
利
用
し
た
き
の
こ
遺
伝
資
源
の
維
持
管
理
方
法
の
開
発　

　

◇
木
質
資
源
を
利
用
し
た
き
の
こ
遺
伝
資
源
の
維
持
管
理
方
法
の
開
発　

　
　
　
　

特
産
部
・
長
野
県
農
村
工
業
研
究
所

特
産
部
・
長
野
県
農
村
工
業
研
究
所

　

◇
林
地
で
の
マ
ツ
タ
ケ
人
工
栽
培
を
目
指
し
た
研
究
〜
自
然
感
染
苗
〜　
　

　

◇
林
地
で
の
マ
ツ
タ
ケ
人
工
栽
培
を
目
指
し
た
研
究
〜
自
然
感
染
苗
〜　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

特
産
部
・
信
州
大
学
農
学
部

特
産
部
・
信
州
大
学
農
学
部

　

◇
林
地
で
の
マ
ツ
タ
ケ
人
工
栽
培
を
目
指
し
た
研
究
〜
無
菌
感
染
苗
〜　
　

　

◇
林
地
で
の
マ
ツ
タ
ケ
人
工
栽
培
を
目
指
し
た
研
究
〜
無
菌
感
染
苗
〜　
　

古
川　
　

仁

古
川　
　

仁

　

◇
原
木
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
革
新
的
な
省
力
栽
培
技
術
の
開
発　

　

◇
原
木
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
革
新
的
な
省
力
栽
培
技
術
の
開
発　

片
桐　

一
弘

片
桐　

一
弘

　

◇
有
効
積
算
温
度
を
活
用
し
た
原
木
シ
イ
タ
ケ
栽
培
に
つ
い
て　
　
　
　
　

　

◇
有
効
積
算
温
度
を
活
用
し
た
原
木
シ
イ
タ
ケ
栽
培
に
つ
い
て　
　
　
　
　

加
藤　

健
一

加
藤　

健
一

■
木
材
部

■
木
材
部

　

◇
カ
ラ
マ
ツ
乾
燥
材
生
産
技
術
の
開
発　
　
　
　
　

　

◇
カ
ラ
マ
ツ
乾
燥
材
生
産
技
術
の
開
発　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

吉
田　

孝
久

吉
田　

孝
久

　

◇
カ
ラ
マ
ツ
角
ロ
グ
材
の
乾
燥
試
験　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

◇
カ
ラ
マ
ツ
角
ロ
グ
材
の
乾
燥
試
験　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
岸　

信
也

山
岸　

信
也

　

◇
木
製
品
は
野
外
で
何
年
ぐ
ら
い
使
用
で
き
る
の
か
？　
　
　

　

◇
木
製
品
は
野
外
で
何
年
ぐ
ら
い
使
用
で
き
る
の
か
？　
　
　

奥
原　

祐
司

奥
原　

祐
司

■
佐
久
地
方
事
務
所

■
佐
久
地
方
事
務
所

　

◇
佐
久
地
域
の
更
新
施
業
の
取
組
み　
　
　
　
　

　

◇
佐
久
地
域
の
更
新
施
業
の
取
組
み　
　
　
　
　

  

山
口
山
口  
知
裕
・
泉
川

知
裕
・
泉
川  

寛
子
寛
子

■
岐
阜
県
森
林
研
究
所

■
岐
阜
県
森
林
研
究
所

　

◇
岐
阜
県
に
お
け
る
低
コ
ス
ト
再
造
林
研
究
の
取
組
み　

　

◇
岐
阜
県
に
お
け
る
低
コ
ス
ト
再
造
林
研
究
の
取
組
み　

    

茂
木　

靖
和

茂
木　

靖
和  

らら

　

◇
列
状
間
伐
か
ら
一
年
経
過
し
た
ヒ
ノ
キ
人
工
林
に
お
け
る
高
木
性
樹
種

　

◇
列
状
間
伐
か
ら
一
年
経
過
し
た
ヒ
ノ
キ
人
工
林
に
お
け
る
高
木
性
樹
種

　
　

の
更
新
状
況　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

の
更
新
状
況　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

片
桐　

奈
々

片
桐　

奈
々  
らら

　

今
回
提
示
し
た
ポ
ス
タ
ー
は
、
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
森
林
学
習
展
示

　

今
回
提
示
し
た
ポ
ス
タ
ー
は
、
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
森
林
学
習
展
示

館
で
、
研
究
部
ご
と
に
月
替
わ
り
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

館
で
、
研
究
部
ご
と
に
月
替
わ
り
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　　

な
お
、
研
究
成
果
発
表
会
の
発
表
課
題
、
要
旨
等
は
当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
お
、
研
究
成
果
発
表
会
の
発
表
課
題
、
要
旨
等
は
当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（（http://w
w
w
.pref.nagano.lg.jp/ringyosogo/seika/happyoukai.htm

l
http://w

w
w
.pref.nagano.lg.jp/ringyosogo/seika/happyoukai.htm

l

））

で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
指
導
部
】

【
指
導
部
】

　

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
、
岐
阜
県
森
林
研
究
所
と

　

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
、
岐
阜
県
森
林
研
究
所
と

の
間
で
共
同
調
査
を
行
う
な
ど
、
連
携
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

の
間
で
共
同
調
査
を
行
う
な
ど
、
連
携
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
、「
岐
阜
県
森
林
研
究
所
研
究
成
果
発
表
会
」
に
お
い
て
、
当
セ
ン
タ
ー
か

て
、「
岐
阜
県
森
林
研
究
所
研
究
成
果
発
表
会
」
に
お
い
て
、
当
セ
ン
タ
ー
か

ら
も
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ら
も
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

岐
阜
県
森
林
研
究
所
で
は
昨
年
度
か
ら
研
究
成
果
発
表
会
を
開
催
し
て
お

　

岐
阜
県
森
林
研
究
所
で
は
昨
年
度
か
ら
研
究
成
果
発
表
会
を
開
催
し
て
お

り
、
今
年
は
、
七
月
十
三
日
に
岐
阜
県
美
濃
市
に
あ
る
県
中
濃
総
合
庁
舎
で
行

り
、
今
年
は
、
七
月
十
三
日
に
岐
阜
県
美
濃
市
に
あ
る
県
中
濃
総
合
庁
舎
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
「
信
州
型
接
着
重
ね
梁
」「
高
齢
級
の
ク

わ
れ
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
「
信
州
型
接
着
重
ね
梁
」「
高
齢
級
の
ク

リ
の
萌
芽
状
況
」「
松
く
い
虫
被
害
拡
大
の
見
え
る
化
」「
バ
ケ
ツ
を
利
用
し
た

リ
の
萌
芽
状
況
」「
松
く
い
虫
被
害
拡
大
の
見
え
る
化
」「
バ
ケ
ツ
を
利
用
し
た

雨
量
計
測
」
の
四
課
題
に
つ
い
て
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
い
、
長
野
県
の
研
究
成

雨
量
計
測
」
の
四
課
題
に
つ
い
て
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
い
、
長
野
県
の
研
究
成

果
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。

果
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
「
信
州
型
接
着
重
ね
梁
」
に
つ
い
て
は
、
岐
阜
県
の
木
材
業
界
関
係
者

　

特
に
「
信
州
型
接
着
重
ね
梁
」
に
つ
い
て
は
、
岐
阜
県
の
木
材
業
界
関
係
者

か
ら
「
岐
阜
県
産
の
ス
ギ
材
で
信
州
型
接
着
重
ね
梁
を
」
と
の
声
が
聞
か
れ
、

か
ら
「
岐
阜
県
産
の
ス
ギ
材
で
信
州
型
接
着
重
ね
梁
を
」
と
の
声
が
聞
か
れ
、

今
後
の
業
界
間
で
の
連
携
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
の
業
界
間
で
の
連
携
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
指
導
部
】

【
指
導
部
】

会場風景会場風景

接着重ね梁の説明接着重ね梁の説明

長野県林業総合センター研究成果発表会
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トピックス

　

林
道
戸
谷
沢
線
は
須
坂
市
東
部
に
位
置
し
、
米
子
山
周
辺
に
お
け
る
間
伐
等
の
森
林

　

林
道
戸
谷
沢
線
は
須
坂
市
東
部
に
位
置
し
、
米
子
山
周
辺
に
お
け
る
間
伐
等
の
森
林

施
業
の
効
率
化
と
促
進
を
図
り
、
森
林
の
持
つ
多
面
的
な
機
能
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

施
業
の
効
率
化
と
促
進
を
図
り
、
森
林
の
持
つ
多
面
的
な
機
能
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
林
道
栃
平
線（
全
幅
員
４・０ｍ
、
延
長
１
１
，
３
０
１ｍ
）と
米
子
川
沿
い

目
的
と
し
て
、
林
道
栃
平
線（
全
幅
員
４・０ｍ
、
延
長
１
１
，
３
０
１ｍ
）と
米
子
川
沿
い

の
県
道
米
子
須
坂
線
を
連
絡
す
る
森
林
管
理
道
で
す
。

の
県
道
米
子
須
坂
線
を
連
絡
す
る
森
林
管
理
道
で
す
。

　

利
用
区
域
は
、
９
１
２

　

利
用
区
域
は
、
９
１
２
haha（
内
国
有
林
６
１
４

（
内
国
有
林
６
１
４
haha
、
民
有
林
２
３
８

、
民
有
林
２
３
８
haha
、
民
有
林
の
内

、
民
有
林
の
内

針
葉
樹
２
０
４

針
葉
樹
２
０
４
haha
、
広
葉
樹
３
４

、
広
葉
樹
３
４
haha
）で
、
区
域
内
は
水
源
涵
養
保
安
林
と
土
砂
流
出

）で
、
区
域
内
は
水
源
涵
養
保
安
林
と
土
砂
流
出

防
備
保
安
林
で

防
備
保
安
林
で

保
安
林
率
は
約

保
安
林
率
は
約

9292
％
と
な
り
ま

％
と
な
り
ま

す
。
す
。

　

当
林
道
は
、

　

当
林
道
は
、

平
成
３
年
に
林

平
成
３
年
に
林

道
栃
平
線
が
開

道
栃
平
線
が
開

通
し
た
こ
と
を

通
し
た
こ
と
を

契
機
に
、
地
元

契
機
に
、
地
元

で
あ
る
須
坂
市

で
あ
る
須
坂
市

米
子
区
、
塩
野

米
子
区
、
塩
野

区
、
豊
丘
財
産

区
、
豊
丘
財
産

区
に
よ
り
「
林

区
に
よ
り
「
林

道
栃
平
線
戸

道
栃
平
線
戸

谷
沢
線
期
成

谷
沢
線
期
成

同
盟
会
」
が

同
盟
会
」
が

設
立
さ
れ
ま
し

設
立
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
毎

た
。
そ
の
後
毎

年
総
会
と
役
員
に
よ
る
現
地
視
察
会
を
行
い
、
地
元
を
交
え
て
工
事
状
況
の
確
認
と
早

年
総
会
と
役
員
に
よ
る
現
地
視
察
会
を
行
い
、
地
元
を
交
え
て
工
事
状
況
の
確
認
と
早

期
完
成
を
目
指
し
ま
し
た
。

期
完
成
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

工
事
は
平
成
４
年
に
県
営
林
道
開
設
事
業
で
着
手
し
、
須
坂
市
よ
り

　

工
事
は
平
成
４
年
に
県
営
林
道
開
設
事
業
で
着
手
し
、
須
坂
市
よ
り
3030
％
の
負
担
金

％
の
負
担
金

と
国
県
の
補
助
金
等
を
活
用
し
、
着
手
か
ら

と
国
県
の
補
助
金
等
を
活
用
し
、
着
手
か
ら
2323
年
を
経
て
、
平
成

年
を
経
て
、
平
成
2626
年年
1212
月
、
全
幅
員

月
、
全
幅
員

４・０ｍ
、
延
長
４
，
５
０
２ｍ
、
事
業
費
９
億
７
千
万
円
を
か
け
て
竣
工
し
ま
し
た
。

４・０ｍ
、
延
長
４
，
５
０
２ｍ
、
事
業
費
９
億
７
千
万
円
を
か
け
て
竣
工
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
「
愛
す
る
会
」
と
し
て
、
地
区
ご
と
で
沿
線
の
草
刈
り
や
維
持
管
理
等
の
管

　

現
在
は
「
愛
す
る
会
」
と
し
て
、
地
区
ご
と
で
沿
線
の
草
刈
り
や
維
持
管
理
等
の
管

理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
然
環
境
も
豊
か
で
、
秋
の
紅
葉
時
期
に
は
ス
ギ
、
カ
ラ
マ
ツ
を
主
体
と
し
た
森
林
と

　

自
然
環
境
も
豊
か
で
、
秋
の
紅
葉
時
期
に
は
ス
ギ
、
カ
ラ
マ
ツ
を
主
体
と
し
た
森
林
と

広
葉
樹
林
に
よ
る
濃
淡
と
色
彩
の
豊
か
さ
を
見
出
し
、
カ
ー
ブ
を
抜
け
る
と
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ

広
葉
樹
林
に
よ
る
濃
淡
と
色
彩
の
豊
か
さ
を
見
出
し
、
カ
ー
ブ
を
抜
け
る
と
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ

カ
や
イ
ノ
シ
シ
と
目
を
合
わ
す
機
会
も
多
く
、
稀
に
ク
マ
の
親
子
に
も
行
き
会
い
ま
す
。

カ
や
イ
ノ
シ
シ
と
目
を
合
わ
す
機
会
も
多
く
、
稀
に
ク
マ
の
親
子
に
も
行
き
会
い
ま
す
。

　

須
坂
市
で
は
、
四
阿
火
山
の
影
響
の
熱
水
鉱
床
や
戦
前
に
硫
黄
等
の
鉱
山
開
発
も
あ

　

須
坂
市
で
は
、
四
阿
火
山
の
影
響
の
熱
水
鉱
床
や
戦
前
に
硫
黄
等
の
鉱
山
開
発
も
あ

り
、
酸
性
を
示
す
河
川
が
多
く
あ
り
ま
す
。
戸
谷
沢
線
起
点
側
の
北
の
沢
川
や
終
点
側

り
、
酸
性
を
示
す
河
川
が
多
く
あ
り
ま
す
。
戸
谷
沢
線
起
点
側
の
北
の
沢
川
や
終
点
側

の
豊
岡
ダ
ム
の
あ
る
灰
野
川
等
は
そ
の
影
響
が
な
い
こ
と
か
ら
も
重
要
な
水
源
林
と
な
っ
て

の
豊
岡
ダ
ム
の
あ
る
灰
野
川
等
は
そ
の
影
響
が
な
い
こ
と
か
ら
も
重
要
な
水
源
林
と
な
っ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

平
成

　

平
成
1010
年
に
は
保
安
林
整
備
と
し

年
に
は
保
安
林
整
備
と
し

て
作
業
道
も
整
備
さ
れ
、
水
源
の
森
・

て
作
業
道
も
整
備
さ
れ
、
水
源
の
森
・

木
材
生
産
の
場
と
し
て
将
来
に
続
く

木
材
生
産
の
場
と
し
て
将
来
に
続
く

森
林
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

森
林
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
現
在
放
映
中
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

　

最
後
に
、
現
在
放
映
中
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
で
の
オ
ー
プ

大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
で
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
に
、
米
子
大
瀑
布（
日
本
の
滝

ニ
ン
グ
に
、
米
子
大
瀑
布（
日
本
の
滝

百
選
）の
場
面
が
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

百
選
）の
場
面
が
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
は
隣
接
の
林
道
米
子
不
動
線

こ
こ
に
は
隣
接
の
林
道
米
子
不
動
線

の
終
点
位
置
か
ら
徒
歩
約

の
終
点
位
置
か
ら
徒
歩
約
3030
分
で
見

分
で
見

事
な
滝
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
途

事
な
滝
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
途

中
で
こ
の
林
道
戸
谷
沢
線
の
線
形
も

中
で
こ
の
林
道
戸
谷
沢
線
の
線
形
も

見
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て

見
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

    

【
長
野
地
方
事
務
所
】

【
長
野
地
方
事
務
所
】

林
道
戸
谷
沢
線（
須
坂
市
）が
開
通
し
ま
し
た

県
営
林
道
開
設
事
業

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米子大瀑布 

五味池破風高原 

 

 

 

 

 

 

 

 

県営林道  戸谷沢線

【位置図】

開通した最終工区開通した最終工区
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森
の
元気

情報
平成 27年度「里山活用推進リーダー育成事業」の取組

　

佐
久
林
業
士
会
で
、
地
元
で
炭
焼
き
を
し
て
い
る
佐
久
穂
町
特
用
林
産
物
生
産
者

　

佐
久
林
業
士
会
で
、
地
元
で
炭
焼
き
を
し
て
い
る
佐
久
穂
町
特
用
林
産
物
生
産
者

組
合
さ
ん
を
対
象
に
当
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

組
合
さ
ん
を
対
象
に
当
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
安
全
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
組
合
員
二
十
名
ほ
ど
が

　

ま
ず
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
安
全
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
組
合
員
二
十
名
ほ
ど
が

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
枝
が
張
り
木
の
重
心
が
分
か
り
に
く
い
広
葉
樹
の
伐
採
は

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
枝
が
張
り
木
の
重
心
が
分
か
り
に
く
い
広
葉
樹
の
伐
採
は

か
か
り
木
に
な
る
こ
と
も
多
く
、
適
切
な
方
法
に
よ
る
安
全
な
処
理
が
必
要
に
な
り

か
か
り
木
に
な
る
こ
と
も
多
く
、
適
切
な
方
法
に
よ
る
安
全
な
処
理
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
通
常
林
業
従
事
者
で
な
け
れ
ば
保
有
し
て
い
な
い
フ
ェ
リ
ン
グ
レ
バ
ー
や
チ

ま
す
。
通
常
林
業
従
事
者
で
な
け
れ
ば
保
有
し
て
い
な
い
フ
ェ
リ
ン
グ
レ
バ
ー
や
チ

ル
ホ
ー
ル
な
ど
の
専
門
器
具
で
な
く
と
も
、
現
場
に
あ
る
丸
太
と
ロ
ー
プ
等
の
あ
り

ル
ホ
ー
ル
な
ど
の
専
門
器
具
で
な
く
と
も
、
現
場
に
あ
る
丸
太
と
ロ
ー
プ
等
の
あ
り

あ
わ
せ
の
資
材
で
安
全
な
か
か
り
木
処
理
が
で
き
る
こ
と
を
林
業
士
が
実
践
を
交
え

あ
わ
せ
の
資
材
で
安
全
な
か
か
り
木
処
理
が
で
き
る
こ
と
を
林
業
士
が
実
践
を
交
え

な
が
ら
指
導
し
ま
し
た
。
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
林
業
機
械

な
が
ら
指
導
し
ま
し
た
。
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
林
業
機
械

修
理
販
売
店
を
営
む
林
業
士
が
専
門
的
な
立
場
で
説
明
し
ま
し
た
。
目
立
て
の
ポ
イ

修
理
販
売
店
を
営
む
林
業
士
が
専
門
的
な
立
場
で
説
明
し
ま
し
た
。
目
立
て
の
ポ
イ

ン
ト
や
正
し
い
目
立
て
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
業
の
効
率
が
上
が
る
こ
と
、
ま
た

ン
ト
や
正
し
い
目
立
て
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
業
の
効
率
が
上
が
る
こ
と
、
ま
た

そ
れ
が
安
全
に
作
業
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
指
導
し
ま
し
た
。
現
場
で
目

そ
れ
が
安
全
に
作
業
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
指
導
し
ま
し
た
。
現
場
で
目

立
て
を
行
う
場
合
に
丸
太
に
切
り
込
み
を
入
れ
チ
ェ
ン
ソ
ー
バ
ー
を
固
定
す
る
方
法

立
て
を
行
う
場
合
に
丸
太
に
切
り
込
み
を
入
れ
チ
ェ
ン
ソ
ー
バ
ー
を
固
定
す
る
方
法

な
ど
は
組
合
員
か
ら
感
嘆
の
声
が
挙
が
っ
て

な
ど
は
組
合
員
か
ら
感
嘆
の
声
が
挙
が
っ
て

い
ま
し
た
。
若
い
林
業
士
に
と
っ
て
は
親
子

い
ま
し
た
。
若
い
林
業
士
に
と
っ
て
は
親
子

以
上
に
年
の
離
れ
た
組
合
員
の
方
に
指
導
す

以
上
に
年
の
離
れ
た
組
合
員
の
方
に
指
導
す

る
の
は
緊
張
し
た
よ
う
で
す
が
、
現
場
で
は

る
の
は
緊
張
し
た
よ
う
で
す
が
、
現
場
で
は

た
く
さ
ん
の
質
問
が
飛
び
交
い
、
林
業
士
の

た
く
さ
ん
の
質
問
が
飛
び
交
い
、
林
業
士
の

説
明
を
真
剣
に
聞
く
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

説
明
を
真
剣
に
聞
く
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
先
進
地
へ
の
視
察

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
先
進
地
へ
の
視
察

研
修
な
ど
も
お
こ
な
い
来
年
度
の
活
動
に
つ

研
修
な
ど
も
お
こ
な
い
来
年
度
の
活
動
に
つ

な
が
る
取
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

な
が
る
取
組
み
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
佐
久
地
方
事
務
所
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
佐
久
地
方
事
務
所
】

　

平
成
二
十
七
年
十
一
月
七
日（
土
）
と
平
成

　

平
成
二
十
七
年
十
一
月
七
日（
土
）
と
平
成

二
十
八
年
二
月
二
十
八
日（
日
）
の
二
回
に
わ
た

二
十
八
年
二
月
二
十
八
日（
日
）
の
二
回
に
わ
た

り
、
地
域
の
里
山
整
備
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
指

り
、
地
域
の
里
山
整
備
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
指

し
て
、
中
川
村
で
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会
が
開
催

し
て
、
中
川
村
で
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
上
伊
那
林
業
士
会
の
林
業
士
が
講

さ
れ
ま
し
た
。
上
伊
那
林
業
士
会
の
林
業
士
が
講

師
を
務
め
、
二
十
代
か
ら
七
十
代
の
述
べ
二
十
七

師
を
務
め
、
二
十
代
か
ら
七
十
代
の
述
べ
二
十
七

人
の
方
が
参
加
。
参
加
者
か
ら
は
、
か
ゆ
い
と
こ

人
の
方
が
参
加
。
参
加
者
か
ら
は
、
か
ゆ
い
と
こ

ろ
に
手
が
届
く
丁
寧
な
指
導
、
と
好
評
で
し
た
。

ろ
に
手
が
届
く
丁
寧
な
指
導
、
と
好
評
で
し
た
。

　

一
回
目
の
講
習
会
は
基
礎
編
と
し
て
「
チ
ェ
ー

　

一
回
目
の
講
習
会
は
基
礎
編
と
し
て
「
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」
が
テ
ー
マ
。
十
年
以

ン
ソ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」
が
テ
ー
マ
。
十
年
以

上
掃
除
を
し
た
こ
と
の
な
い
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
お
持
ち
だ
っ
た
参
加
者
さ
ん
も
、
目

上
掃
除
を
し
た
こ
と
の
な
い
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
お
持
ち
だ
っ
た
参
加
者
さ
ん
も
、
目

立
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
バ
ッ
チ
リ
体
得
さ
れ
、
切
れ
味
抜
群
の
自
慢
の
マ
シ
ー
ン
に
大

立
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
バ
ッ
チ
リ
体
得
さ
れ
、
切
れ
味
抜
群
の
自
慢
の
マ
シ
ー
ン
に
大

変
身
！
目
立
て
の
後
は
、
上
伊
那
林
業
士
会
副
会
長
の
芳
賀
二
三
雄
さ
ん
率
い
る
伊

変
身
！
目
立
て
の
後
は
、
上
伊
那
林
業
士
会
副
会
長
の
芳
賀
二
三
雄
さ
ん
率
い
る
伊

那
市
長
谷
「
溝
口
里
山

那
市
長
谷
「
溝
口
里
山
創創つ

く
つ
く

り
隊
」
の
活
動
紹
介
。
こ
れ
は
、
地
域
住
民
の
手
で
森
林

り
隊
」
の
活
動
紹
介
。
こ
れ
は
、
地
域
住
民
の
手
で
森
林

整
備
を
し
て
、
地
域
で
材
を
利
用
さ
れ
て
い
る
活
動
で
、
隊
結
成
の
い
き
さ
つ
や
活

整
備
を
し
て
、
地
域
で
材
を
利
用
さ
れ
て
い
る
活
動
で
、
隊
結
成
の
い
き
さ
つ
や
活

動
運
営
の
秘
訣
を
伝
授
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
の
皆
様
は
興
味
津
々
。
普
段
、
ど

動
運
営
の
秘
訣
を
伝
授
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
の
皆
様
は
興
味
津
々
。
普
段
、
ど

う
や
っ
て
伐
っ
た
木
を
運
び
出
し
て
い
る
の
か
、
実
際
に
ロ
ー
プ
ウ
ィ
ン
チ
を
使
っ

う
や
っ
て
伐
っ
た
木
を
運
び
出
し
て
い
る
の
か
、
実
際
に
ロ
ー
プ
ウ
ィ
ン
チ
を
使
っ

て
実
演
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

て
実
演
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
回
目
の
講
習
会
で
は
、
初
級
・
中
級
・
上
級
・
前
回
か
ら
の
受
講
者
の
四
班
に

　

二
回
目
の
講
習
会
で
は
、
初
級
・
中
級
・
上
級
・
前
回
か
ら
の
受
講
者
の
四
班
に

分
け
て
、
一
人
一
人
の
経
験
レ
ベ
ル
や
伐
木
技
術
に
あ
わ
せ
た
、
き
め
細
か
く
手
厚

分
け
て
、
一
人
一
人
の
経
験
レ
ベ
ル
や
伐
木
技
術
に
あ
わ
せ
た
、
き
め
細
か
く
手
厚

い
指
導
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

い
指
導
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
受
講
を
機
に
山
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
」、「
伐
採
仲
間
が
で
き
た
」
と
い
う
声

　
「
受
講
を
機
に
山
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
」、「
伐
採
仲
間
が
で
き
た
」
と
い
う
声

や
、「
講
師
の
林
業
士
さ
ん
た
ち
が
俳
優
み
た
い
で
カ
ッ
コ
い
い
！
先
祖
の
山
を
引

や
、「
講
師
の
林
業
士
さ
ん
た
ち
が
俳
優
み
た
い
で
カ
ッ
コ
い
い
！
先
祖
の
山
を
引

き
継
い
で
自
分
の
手
で
整
備
し
た
い
！
」
と
目
を
輝
か
せ
る
若
者
の
姿
も
あ
り
ま
し

き
継
い
で
自
分
の
手
で
整
備
し
た
い
！
」
と
目
を
輝
か
せ
る
若
者
の
姿
も
あ
り
ま
し

た
。
地
域
の
森
林
に
目
を
向
け
始
め
た
人
々
の
輪
が
、
着
実
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
こ

た
。
地
域
の
森
林
に
目
を
向
け
始
め
た
人
々
の
輪
が
、
着
実
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
を
実
感
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

【
上
伊
那
地
方
事
務
所
】

【
上
伊
那
地
方
事
務
所
】

中
川
村
で
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会

中
川
村
で
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会

――  

先
祖
の
山
を
自
分
た
ち
の
手
で

先
祖
の
山
を
自
分
た
ち
の
手
で  

――

広
葉
樹
の
伐
採
を
安
全
に

広
葉
樹
の
伐
採
を
安
全
に　
　
　
　

　

―

　

―  

今
後
の
活
動
を
よ
り
安
全
に
す
る
た
め
に

今
後
の
活
動
を
よ
り
安
全
に
す
る
た
め
に  

――
安全講習会：若い林業士が丁寧に説明安全講習会：若い林業士が丁寧に説明

熱の入った指導が好評！熱の入った指導が好評！
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トピックス

中
部
森
林
管
理
局　

　

木
曽
郡
王
滝
村
内
に
あ
る
「
三
浦
実
験
林
」
は
昨
年
で
、
実
験
林
設
定
か
ら
五
十

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
「
三
浦
実
験
林
」
は
、古
く
か
ら
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
「
三

浦
国
有
林
」
内
に
あ
り
、
冷
涼
多
雨
な
気
候
で
あ
る
た
め
、
湿
性
ポ
ド
ゾ
ル
等
の
せ

き
悪
な
土
壌
が
分
布
し
、
ま
た
、
そ
の
多
く
の
地
域
が
二
ｍ
を
超
え
る
サ
サ
に
覆
わ

れ
、
以
前
か
ら
更
新
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
こ
れ
に
加
え
、
昭
和
三
十
四
年
の

伊
勢
湾
台
風
、
三
十
六
年
の
第
二
室
戸
台
風
の
襲
来
に
よ
り
、
三
浦
国
有
林
の
木
曽

ヒ
ノ
キ
林
に
大
量
の
風
倒
被
害
が
発
生
し
、
本
地
域
に
お
け
る
森
林
の
再
生
は
当
時

深
刻
な
問
題
と
な
り
、
こ
の
事
態
を
打
開
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
一
年
に
当
時
の
長

野
営
林
局
が
三
浦
実
験
林
を
設
定
し
、
事
業
的
な
規
模
の
各
種
試
験
地
を
設
定
し
ま

し
た
。

　

設
定
か
ら
五
十
周
年
を
迎
え
た
「
三
浦
実
験
林
」
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
・
市
町
村
や
研
究
機
関
、
地
元
関
係
者
等
に
広
く
紹
介
す
る
た
め
、

「
三
浦
実
験
林
五
十
年
史 

〜
木
曽
ヒ
ノ
キ
林
の
永
続
に
向
け
た
天
然
更
新
技
術
の
開

講演会の様子講演会の様子

岡野氏の講演岡野氏の講演

発
と
検
証
〜
」
を
三
月
に
発
刊
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
十
月
二
十
二
・
二
十
三
日
に
は

五
十
周
年
を
記
念
し
、
こ
の
五
十
年
間
の
歩
み

と
研
究
成
果
に
つ
い
て
報
告
す
る
「
講
演
会
」

及
び
「
現
地
見
学
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

二
十
二
日
は
王
滝
村
公
民
館
に
お
い
て
、
約

百
名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
講
演
会
を
開
催
。

「
三
浦
実
験
林
の
概
要
」
に
つ
い
て
説
明
の
後
、

長
年
、
実
験
林
の
調
査
に
携
わ
っ
て
頂
い
て
い

る
、
信
州
大
学
農
学
部
の
岡
野
哲
郎
教
授
か
ら

「
三
浦
実
験
林
に
お
け
る
ヒ
ノ
キ
天
然
更
新
技

術
開
発
の
概
要 

〜
五
十
年
の
歩
み
〜
」
に
つ

い
て
、
同
じ
く
、
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
総

合
研
究
所
の
森
澤
猛
研
究
情
報
科
長
よ
り
「
ヒ

ノ
キ
の
天
然
更
新
を
促
進
さ
せ
る
に
は 

〜
帯

状
皆
伐
更
新
試
験
を
例
と
し
て
〜
」
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
日
目

の
二
十
三
日
は
、
地
元
の
王
滝
村
民
を
中
心
に

約
五
十
名
の
参
加
者
と
と
も
に
「
三
浦
実
験
林
」

の
現
地
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
試
験
地
の
遠
望
の
ほ
か
、
試
験
地

内
に
も
入
っ
て
い
た
だ
き
、
風
倒
木
の
根
張
り

の
状
況
や
ポ
ド
ゾ
ル
土
壌
な
ど
実
際
に
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
自
然
に
こ
の
よ
う
な
土
壌
と
な
っ
て
し
ま
う
の
か
」「
降
っ
た
雨
は
ど
う
な
る
の
か
」

と
い
っ
た
質
問
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
厳
し
い
自
然
条
件
下
で
の
更
新
の
難
し
さ
に
つ

い
て
ご
理
解
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

三
浦
実
験
林
の
よ
う
に
広
大
な
規
模
で
五
十
年
余
に
わ
た
り
毎
年
調
査
研
究
が
行

わ
れ
て
い
る
例
は
、日
本
は
も
と
よ
り
世
界
で
も
極
め
て
希
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

設
定
よ
り
五
十
年
間
、
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
の
ご
努
力
と
ご
協
力
に
よ
り
、
長
き

に
わ
た
り
調
査
研
究
が
続
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
、
実
験
林
の
調
査
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「「
三三み
う
れ

み
う
れ浦浦
実
験
林
」
五
十
周
年
の
歩
み

実
験
林
」
五
十
周
年
の
歩
み

森澤氏より現地の説明森澤氏より現地の説明現地見学会現地見学会
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お知らせ

本部事務所（製品） 荻原事務所（原木） 坂下事務所（原木） 国有林土場等活用委託販売市売日
特選材市
９月24日（土）

９月27日（火） ９月  ７日（水）
開設18周年記念市
９月26日（月）

９月13日（火）

※入札参加資格・入札条件等詳細については下記へお問い合わせください。

野 村 　 弘理 事 長
本部事務所：長野県木曽郡上松町正島町2-45
☎0264-52-2480　FAX0264-52-2324

荻原事務所：長野県木曽郡上松町荻原字中島1431-1　☎0264-52-2483㈹　FAX0264-52-4885
やぶ原土場：長野県木曽郡木祖村薮原844-1　　　　 ☎0264-24-0085㈹　FAX0264-24-0086
坂下事務所：岐阜県中津川市坂下133-1　　　　　　☎0573-75-3178㈹　FAX0573-75-3172

ホームページアドレス　http://www.kisokan.com

９月の市売りのご案内９月の市売りのご案内

入札物件紹介・入札結果はホームページで掲載
※ 本市売は、これまでの木曽地区国有林の公売に代わるものです。
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平
成
28
年
7
月
19
日（
火
）、
協
同
組

合
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
主
催
：
長
野
県
協

同
組
合
連
絡
会
）が
Ｊ
Ａ
ア
ク
テ
ィ
ー

ホ
ー
ル（
長
野
市
）に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

  

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
国
際
協
同
組
合

デ
ー（
７
月
の
第
一
土
曜
日
）に
合
わ
せ

て
開
催
さ
れ
て
お
り
、
長
野
県
内
の
各

種
協
同
組
合
の
組
合
員
や
役
職
員
を
対

象
に
、
協
同
組
合
運
動
の
根
幹
と
〝
地

域
づ
く
り
〞〝
く
ら
し
づ
く
り
〞
を
テ
ー

マ
に
町
ぐ
る
み
・
協
同
組
合
同
士
が
連

携
し
て
い
る
実
践
を
学
び
、
協
同
組
合

の
事
業
と
運
動
が
果
た
す
役
割
と
存
在

の
意
味
を
捉
え
直
し
今
日
的
課
題
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

  

当
日
は
２
０
０
人
を
超
え
る
方
々
が

参
加
す
る
中
、
開
会
あ
い
さ
つ
を
雨
宮

勇
Ｊ
Ａ
長
野
中
央
会
・
各
連
合
会
会
長

が
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
を
髙
橋
精
一
長

野
県
労
働
金
庫
理
事
長
が
行
っ
た
後
、

基
調
講
演
と
実
践
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

  

基
調
講
演
は
、
和
歌
山
県
農
業
法
人

株
式
会
社
「
秋
津
野
」
代
表
取
締
役
・

玉
井
常
貴
氏
よ
り
『「
秋
津
野
」
ふ
る

さ
と
未
来
へ
の
挑
戦
』
と
題
し
、
地
域

の
資
源
を
さ
ま
ざ
ま
に
活
用
し
、
地
域

力
を
活
性
化
し
な
が
ら
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
の
た
め
様
々
な
取
り
組
み
を

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

  　

上
秋
津
野
地
区
で
は
、
平
成
初
頭
か

ら
、
隣
接
す
る
町
村
、
田
辺
市
街
地
か

ら
住
民
が
流
入
し
農
村
地
域
で
あ
り
な

が
ら
人
口
が
急
激
に
増
加
し
ま
し
た
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
変
化
し
て
い
く

中
、
幅
広
い
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら

よ
り
活
発
な
村
づ
く
り
へ
の
取
組
の
た

め
に
、
平
成
６
年
に
、
地
区
内
の
町
内

会
、
老
人
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
消
防
団
、
Ｊ

Ａ
等
全
組
織
・
団
体
を
網
羅
し
た
地
域

づ
く
り
塾
『
秋
津
野
塾
』
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
地
域
で
取
り
組
む
事
業
や
活

動
は
、
秋
津
野
塾
の
企
画
委
員
会
で
企

画
・
立
案
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
て
各
団

体
の
代
表
が
出
席
す
る
全
体
会
議
で
検

討
し
承
認
す
る
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
決

断
が
で
き
る
体
制
に
な
り
、
住
民
が
問

題
を
幅
広
く
共
有
し
一
人
一
人
が
「
地

域
住
民
」
の
自
覚
を
深
め
「
地
域
力
」

を
高
め
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。

  

平
成
11
年
に
は
農
家
だ
け
の
出
資
で

な
く
、
幅
広
く
住
民
か
ら
の
出
資
で
秋

津
野
直
売
所
『
き
て
ら
』
が
誕
生
し
ま

し
た
。
柑
橘
や
梅
等
の
特
産
を
箱
詰
め

に
し
た
『
き
て
ら
』
セ
ッ
ト
を
中
心
に

売
り
上
げ
を
伸
ば
し
、
加
工
場
「
俺
ん

家
ジ
ュ
ー
ス
倶
楽
部
」、
お
菓
子
体
験

工
房
「
バ
レ
ン
シ
ア
畑
」、
そ
し
て
宿

泊
施
設
・
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
み
か
ん

畑
」
を
備
え
た
交
流
施
設
「
秋
津
野
ガ

ル
テ
ン
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
地

域
と
ガ
ル
テ
ン
が
一
緒
に
な
っ
て
農
家

民
泊
、
外
国
人
と
の
交
流
、
収
穫
体
験
、

市
民
農
園
な
ど
様
々
な
事
業
を
展
開
さ

せ
、
秋
津
野
型
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
し
て
地
域
力
と
地
域
資
源
の
活
用
で

地
域
を
活
性
化
さ
せ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

何
か
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
材
が

生
ま
れ
て
く
る
。
地
域
が
人
を
作
り
、

人
が
地
域
を
つ
く
る
。
何
か
チ
ャ
ン
ス

が
来
た
ら
引
き
当
て
一
つ
ず
つ
積
み
上

げ
て
い
き
、
様
々
な
組
織
と
連
携
し
て

地
域
の
つ
な
が
り
を
創
っ
て
い
く
こ
と

で
地
域
づ
く
り
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
実
践
報
告
は
、

『〝
お
た
が
い
さ
ま
の
心
〞
で
創
る
明
日

の
世
界
』
と
題
し
、
地
域
つ
な
が
り
セ

ン
タ
ー
事
務
局
・
清
原
晴
美
氏
に
よ
り

島
根
県
松
江
市
の
有
償
た
す
け
あ
い
シ

ス
テ
ム
「
お
た
が
い
さ
ま
」
の
活
動
に

つ
い
て
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

   　

現
在
の
日
本
の
社
会
は
、
少
子
高
齢

〝
地
域
づ
く
り
〞

〝
地
域
づ
く
り
〞〝〝
く
ら
し
づ
く
り
〞

く
ら
し
づ
く
り
〞  

協
同
組
合
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

協
同
組
合
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

玉井氏による基調講演玉井氏による基調講演

清原氏による実践報告清原氏による実践報告
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長
野
県
林
務
部
と
の

長
野
県
林
務
部
と
の

懇
談
会
開
催
さ
れ
る

懇
談
会
開
催
さ
れ
る

　

７
月
８
日（
金
）
長
野
県
林
業
セ
ン

タ
ー（
長
野
市
）に
お
い
て
長
野
県
林
務

部
と
の
懇
談
会
が
、
長
野
県
林
務
部
、

各
森
林
組
合
、
県
森
連
、
県
森
林
組
合

長
会
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
森
連
・
藤
原
忠
彦
代
表
理
事
会

長
、
長
野
県
・
池
田
秀
幸
林
務
部
長
の

挨
拶
の
後
、
森
林
づ
く
り
推
進
課
等
よ

り
平
成
28
年
度
信
州
の
森
づ
く
り
事
業

（
造
林
事
業
）
の
予
算
の
執
行
に
つ
い

て
、
森
林
組
合
系
統
か
ら
の
要
望
・
提

案
事
項
へ
の
回
答
を
含
め
た
ご
説
明
、

県
森
連
よ
り
「
平
成
29
年
度
予
算
林
業

施
策
・
予
算
に
関
す
る
要
望
」、「
森
林

環
境
税（
仮
称
）の
早
期
実
現
等
森
林
吸

収
源
対
策
に
必
要
な
安
定
財
源
の
確
保

に
つ
い
て（
案
）」
の
説
明
が
あ
り
、
活

発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

良
好
な
長

野
県
林
政
・

長
野
県
林
業

の
た
め
に
有

意
義
な
懇
談

会
に
な
り
ま

し
た
。

化
が
進
み
住
民
同
士
が
支
え
合
う
地
域

機
能
が
低
下
し
弱
い
立
場
の
人
が
社
会

か
ら
孤
立
し
て
し
ま
う
こ
と
が
起
こ
り

始
め
て
い
ま
す
。
平
成
14
年
に
出
雲
か

ら
始
ま
っ
た「
お
た
が
い
さ
ま
」は
困
っ

た
人
と
役
立
ち
た
い
人
を
つ
な
ぎ
、
つ

な
が
っ
て
交
わ
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ

る
、
温
か
さ
、
安
心
、
自
分
ら
し
さ
等

を
大
切
に
し
、
共
に
生
き
、
よ
り
安
心

し
て
住
む
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
を

目
指
し
て
お
り
、
現
在
、
島
根
県
内
に

６
カ
所
の
拠
点
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
つ
な
が
り
セ
ン
タ
ー
は
、
平

成
26
年
、
地
域
の
諸
団
体（
社
協
、
農

協
、
生
協
な
ど
）が
連
携
し
て
地
域
づ

く
り
活
動（
事
業
）を
推
進
し
、「
お
た

が
い
さ
ま
」
活
動
を
全
県
に
広
げ
て
い

く
こ
と
等
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
今
後

も
、「
お
た
が
い
さ
ま
」
だ
け
で
は
抱

え
き
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
公
的
な

専
門
職
、
地
域
の
諸
活
動
な
ど
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
」
に
つ
い
て
一
緒
に
話
し
合
え
る

関
係
を
創
っ
て
い
き
た
い
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

  

　

実
践
報
告
の
後
、｢

第
94
回
国
際
協

同
組
合
デ
ー
第
46
回
長
野
県
協
同
組
合

連
絡
会
宣
言｣
が
県
森
連
島
田
か
お
り

係
長
に
よ
り
朗
読
さ
れ
た
後
、
採
択
さ

れ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
閉
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

県森連島田係長による国際協同組合デー県森連島田係長による国際協同組合デー
宣言の朗読 　　　　　　　　　　　　宣言の朗読 　　　　　　　　　　　　

懇談会の様子懇談会の様子

第94回国際協同組合デー第94回国際協同組合デー
第46回長野県協同組合連絡会宣言第46回長野県協同組合連絡会宣言

　世界人口は73億人を超え、人口増加に伴う食糧危機が懸念されるとともに、資源、エネルギー消費は増大し地球温暖　世界人口は73億人を超え、人口増加に伴う食糧危機が懸念されるとともに、資源、エネルギー消費は増大し地球温暖
化等環境問題は異常気象や生態系に大きな影響を及ぼしつつあります。また、世界の富が一部の国や人々に偏り、発展化等環境問題は異常気象や生態系に大きな影響を及ぼしつつあります。また、世界の富が一部の国や人々に偏り、発展
途上国を中心に必要な医療や教育も受けられない状況が拡大しています。途上国を中心に必要な医療や教育も受けられない状況が拡大しています。

　国内では、4月に発生した熊本地震によって多数の方が被災されました。また、5年経過した東日本大震災においては、　国内では、4月に発生した熊本地震によって多数の方が被災されました。また、5年経過した東日本大震災においては、
今もなお、多くの人々が仮設住宅での生活を余儀なくされています。我々、協同組合はこれまで培ってきたネットワークや事今もなお、多くの人々が仮設住宅での生活を余儀なくされています。我々、協同組合はこれまで培ってきたネットワークや事
業の特性を活かし、さまざまな支援に取り組んでいます。食料・日用品などの緊急物資の提供や避難所での炊き出しなどの業の特性を活かし、さまざまな支援に取り組んでいます。食料・日用品などの緊急物資の提供や避難所での炊き出しなどの
食糧支援、医師・看護師の派遣、移動購買車による買い物支援、災害復興ボランティアの派遣など被災地に寄り添った食糧支援、医師・看護師の派遣、移動購買車による買い物支援、災害復興ボランティアの派遣など被災地に寄り添った
活動を行い、改めて協同の力が見直されています。活動を行い、改めて協同の力が見直されています。

　また、TPP交渉は、農業のみならず、県民の｢食｣と｢いのち｣と｢くらし｣に大きな影響を及ぼし、国家の主権をも揺る　また、TPP交渉は、農業のみならず、県民の｢食｣と｢いのち｣と｢くらし｣に大きな影響を及ぼし、国家の主権をも揺る
がしかねない極めて重大な問題であるにもかかわらず、情報開示がないまま交渉が進められ昨年10月大筋合意に至りました。がしかねない極めて重大な問題であるにもかかわらず、情報開示がないまま交渉が進められ昨年10月大筋合意に至りました。

　協同組合は地域社会に根ざし、人々による助け合いを促進することによって生活を安定させ、地域社会を活性化する役　協同組合は地域社会に根ざし、人々による助け合いを促進することによって生活を安定させ、地域社会を活性化する役
割を果たしています。人と人とが支え合い、支え合うことによって生きがいを感じられる社会を目指しています。今こそ美しい割を果たしています。人と人とが支え合い、支え合うことによって生きがいを感じられる社会を目指しています。今こそ美しい
田園風景、伝統ある故郷、助け合いの地域文化など世界に誇るこうした長野県の財産をしっかりと守らなくてはなりません。田園風景、伝統ある故郷、助け合いの地域文化など世界に誇るこうした長野県の財産をしっかりと守らなくてはなりません。

　県内の農協、生協、漁協、森林組合、労金、労協に集う私たちは、よりよい社会創りにむけ、協同組合の理解を広げ、　県内の農協、生協、漁協、森林組合、労金、労協に集う私たちは、よりよい社会創りにむけ、協同組合の理解を広げ、
教育・人づくりをし、それらを強化するための協同組合連携が重要であることを再認識する必要があります。教育・人づくりをし、それらを強化するための協同組合連携が重要であることを再認識する必要があります。

　私たちは、第94回国際協同組合デー長野県集会を契機に「協同組合による持続可能な地域社会づくりに取り組もう」　私たちは、第94回国際協同組合デー長野県集会を契機に「協同組合による持続可能な地域社会づくりに取り組もう」
をスローガンに、相互理解を深め、協同組合運動を拡大していくことをここに宣言します。をスローガンに、相互理解を深め、協同組合運動を拡大していくことをここに宣言します。

　　2016年7月　　2016年7月
長野県協同組合連絡会（NJC）　長野県協同組合連絡会（NJC）　

NJC：Nagano Prefectural Joint Committee Co-operative movement　NJC：Nagano Prefectural Joint Committee Co-operative movement　
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